
文学部 学生・教員懇談会（2017 年度前期）記録 
 
日時：2017 年 6 月 1 日（木）12：10～12：50 
会場：法政経第１会議室 
参加者：各コースの学生計 20 名、および学部長、評議員、各コース／学科長、学生委員長、

留学生委員長、教務委員長、学生委員、留学生委員、学務グループ事務担当者 
（教員１８名、事務３名） 
 
【ガイダンス関係】 
Q: ガイダンスと英語等履修クラス希望カードの提出締め切りが同日であり、履修案内がガ

イダンス時に配布されるため、普遍科目の履修を決めるのに困難がある。 
A:予定が詰まっているためガイダンスの日程を移すことは難しいが、来年度から履修案内

の配布を入学手続き時に行うように手配する（教務委員長・学務グループ）。 
 
Q: 3 年次編入生専用のガイダンスをしてほしい（日 3 年）。 
3 年次ガイダンスが入学式と同じ時間帯であるため、3 年次編入生は、午前中の 2 年次編入

ガイダンスの途中に入学式に向かい 3 年次ガイダンスを受けられないか、そうでなければ

入学式に出ないか、という選択を迫られる。前期のうちに指導教員を決めなければならず、

情報を得るのが困難である（国際 3 年）。 
A: 今後各コース／学科で対応する（教務委員長）。 
 
【研究テーマ、進路に関する相談】 
Q: 3 年次で研究テーマとあわせて進路に関する相談にのってほしい（日 3 年） 
A: まずは身近にいる教員に申し出て相談してほしい（コース／学科長） 
 
【授業関係】 
Q: 必修科目と資格科目など（情報リテラシー科目と図書館学概論、初修外国語と博物館概

論）が時間割でバッティングして、履修したい科目がとれないことがある（歴１年）。 
文学部の講義のバッティングが多い（日 2 年）。 
A: 同一コース／学科内の専門科目がぶつかることは避けるようにしている。ただし、コー

ス／学科の違う授業、専門科目と普遍科目、資格科目の場合などのように授業運営の主体が

違う場合、調整することは基本的にできない（教務委員長）。 
 
【成績開示】 
Q: ポータルでの成績開示が紙媒体の成績表の配布より遅いので、ポータルによる開示を早

くしてほしい（歴 3 年）。 



A: ポータルによる成績開示はまだ試行段階であり、紙媒体による配布に対して補助的なも

のと考えている（学務グループ）。 
 
【奨学金関係の掲示】 
Q: 奨学金関係の掲示に不備があり、奨学金申請の手続きができなくなる可能性が生じる

という事例があったので、問題の原因を究明して改善してほしい。 
A: 現在使われていないはずの古い印刷物が掲示板のところにかけっぱなしになっていた

ため問題が起きたが、その件で当該学生に謝罪し、奨学金の手続きに関しては学生支援課の

HP を見るようにとの掲示を出した（学務グループ）。 
この問題は、学生の投書によるもので、学務グループがいち早く対応したが、本来は教員（学

生委員会）も問題を把握すべきだった（学生委員長）。 
 
【学費納入の領収書】 
Q: 学費納入の領収書を発行してほしい。 
A: 経理課に申請すれば納入した証明書が発行される（学務グループ）。 
 
【教員の配置】 
Q: 過労で健康を害している教員もおり、心配している。教員間の仕事の割り振りなど考慮

してほしい（国２年）。 
人員不足で将来的に維持が大変な語学があり、考慮してほしい（国 3 年） 
A: 教員の配置のような問題は学部の一存でできることではないので困難ではあるが、本部

に状況を訴える（学部長）。 
 
【図書館の資料】 
Q: 学生が使いたいと思う資料（たとえば平安期に関するものなど）が少ない（日 3 年）。 
A: 要望があればコース会議で検討する（コース／学科長）。 
（備考：この点については同日午後の教授会の席で、「図書館に購入希望図書をリクエスト

するシステムがあり、教員も学生も利用できるので、積極的に活用するよう周知してほしい」

旨の指摘があった。） 
 
【設備関係】 
Q: 院棟のエレヴェーターの扉が閉まるのが速すぎて危険である（歴 3 年）。 
A: 調査して経営または施設課に要望を出す（学部長）。 
 
Q: 教室のホワイトボード・マーカーに書けないものが多すぎる（国 3 年）。 
A: 教員、学生が学務グループにあるものを適宜補充することになっている。 



 
Q: 教室によってエアコンがだれでも操作できるところと、リモコンが鍵のかかるボックス

に入っているところがある。学生がスィッチを入れられるようにしてほしい（歴 2 年）。 
A: 文学部のエアコンはだれでも操作できるが、総合校舎ではリモコンが鍵つきのボックス

に入っており、そちらに関しては文学部では対応できない（学部長）。 
 
Q: 学部棟と院棟のあいだの渡り廊下のドアノブがよく壊れているのでなんとかしてほし

い。（歴 2 年） 
A: 壊れたら修理するようにする。 
 
Q: 文学部棟で Wi-Fi を使えるようにしてほしい（歴 1 年、日 1 年、日 2 年、国 3 年） 
A: 予算面の制約があり、部局全体で調整しつつ整備を進めているが、毎年要望が出ている

ことは把握しており、対応を検討したい。（学部長） 
（備考：この点については懇談会終了後、学務グループより、⓵文学部棟の中でも優先度の

高い場所（教室等）や、②その理由・用途等について具体的な要望案をまず教員でまとめて

もらえれば、対応しやすい、旨の指摘があった。） 
 


